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開発目標・開発項目・実施内容
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研究成果：CR-SiC粉末の高純度化

プロセスA～Dにより高純度化した、
カーボンリサイクル型SiC粉末の純度

99.95%を超える純度が達成されいて
いるものもある

プロセスA～Dにより高純度化した
カーボンリサイクル型SiC粉末におけ

るAlおよびFe不純物濃度

低減割合に差
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Raw silicon sludge (C)

MW irradiated under CO₂
process 3

研究成果：太陽電池由来スラッジの活用

Cを出発原料としてCO2下でマイクロ波と反応させた後のXRDパターン

このプロセス条件では反応しなかった
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今後の技術課題

①カーボンリサイクル型SiC粉末の高純度化
5Nを目指した高純度化のさらなる洗練化
各プロセスにおける不純物の低減メカニズムと、プロセス最適化

②太陽電池由来スラッジの活用

各種スラッジの前処理条件の確立
前処理条件、マイクロ波反応、後処理条件の最適化
CO2と反応しない場合における理由についての解析

③Si半導体産業由来スラッジの活用
各種スラッジの前処理条件の確立
前処理条件、マイクロ波反応、後処理条件の最適化



ページ番号 14

まとめ

鉱物資源や炭素を 「採取 → 生産 → 廃棄」 とする直線型の資源利用を脱
却し、廃棄物を資源として活用する技術開発が必要
2022年～2024年のNEDOプロジェクトによる実証研究成果により、SI廃棄物と
二酸化炭素を発熱反応を介して反応させSiC粉末を得る反応プロセスの大型
化に成功した
その純度は99.9%程度であり、次世代半導体用途としての純度としては不十

分、かつ、太陽電池廃棄物を始めとする低純度廃棄物の活用には至ってい
なかった

高純度化に関して、99.95%を超える純度が得られており、今後の最適化によ
るさらなる高純度化が期待できる
PVセルほか廃棄物に含まれる不純物解析により前処理条件の設計が可能
となる。また、処理後のサンプルを利用した実験からSiCが得られ始めている
実用化や社会実装に向けた調査およびサンプル調査なども順調に進展して
いる

本研究は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の委託
事業「JPNP16002」の支援を受けて行われました


